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感
染
者

デ
ン
グ
熱

〈
症
状
〉
急
激
な
発
熱
で
発
症
し
、

発
疹
、
頭
痛
、
骨
関
節
痛
、
お
う
吐

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、

発
症
後
２
日
〜
７
日
で
解
熱
し
、
発

疹
が
解
熱
時
期
に
出
現
し
ま
す
。
ま

れ
に
重
症
化
し
て
デ
ン
グ
出
血
熱
や

デ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ク
症
候
群
を
発
症

し
、
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

〈
流
行
地
〉

主
な
流
行
地
は
、
熱

帯
や
亜
熱
帯
の
全
域
で
、
東
南
ア
ジ

ア
・
南
ア
ジ
ア
・
中
南
米
で
患
者
の

報
告
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
日
本
に

最
も
近
い
流
行
地
は
台
湾
で
す

〈
日
本
で
の
感
染
〉

日
本
で
は
海

外
渡
航
者
の
感
染
が
毎
年
２
０
０
人

ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

２６
年
に
海
外
渡
航
歴
の
な
い
女
性
の

感
染
が
確
認
さ
れ
、
約
７０
年
ぶ
り
の

国
内
感
染
と
し
て
大
き
な
騒
ぎ
に
な

り
ま
し
た

〈
治
療
方
法
〉

ワ
ク
チ
ン
や
治
療

薬
が
な
い
た
め
、
発
症
し
た
場
合
は

水
分
補
給
や
解
熱
剤
の
投
与
な
ど
の

対
症
療
法
が
中
心
に
な
り
ま
す

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
ジ
カ
熱
）

〈
症
状
〉

感
染
し
て
も
症
状
が
な

い
か
、
症
状
が
軽
い
た
め
気
付
き
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
近

年
、
妊
婦
が
感
染
す
る
と
母
体
か
ら

胎
児
へ
の
感
染
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
、
胎
児
が
小
頭
症
な
ど
の
先
天
性

障
害
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

〈
流
行
地
〉

流
行
地
域
は
、
ア
フ

リ
カ
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
特
に
近
年
は
中
南
米

等
で
流
行
し
て
い
ま
す

〈
日
本
で
の
感
染
〉

国
内
で
の
感

染
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平

成
２６
年
に
海
外
の
流
行
地
域
で
感
染

し
た
日
本
人
帰
国
者
が
発
症
し
た
症

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

〈
治
療
方
法
〉

デ
ン
グ
熱
同
様
、

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
な
い
た
め
、

発
症
し
た
場
合
は
対
症
療
法
と
な
り

ま
す

日
本
脳
炎

〈
症
状
な
ど
〉

感
染
し
て
も
症
状

が
現
れ
ず
に
経
過
す
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
症
状
が
出
る
場
合
、

数
日
間
の
高
熱
、
頭
痛
、
お
う
吐
な

ど
が
現
れ
、
引
き
続
き
意
識
障
害
、

け
い
れ
ん
な
ど
の
脳
の
障
害
を
生
じ

ま
す
。発
症
し
た
場
合
、２０
％
〜
４０
％

が
亡
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

こ
と
で
、
り
患
リ
ス
ク
を
７５
％
〜
９５

％
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す

日
本
に
は
約
１
０
０
種
類
の
蚊
が

存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
雑

木
林
や
竹
林
、
や
ぶ
な
ど
で
見
ら
れ

る
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
が
、
デ
ン
グ
熱

や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
原
因
と

な
る
ウ
イ
ル
ス
を
運
び
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
し
た
人
の
血

を
吸
っ
た
蚊
の
体
内
で
増
え
、
そ
の

蚊
が
ほ
か
の
人
の
血
を
吸
う
と
き
に

ウ
イ
ル
ス
が
う
つ
り
、
感
染
が
拡
大

し
ま
す
。

〈
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
特
徴
〉

背

中
に
１
本
の
白
い
線
が
あ
る
３
㍉
〜

５
㍉
ほ
ど
の
蚊
で
、
５
月
中
旬
〜
１０

月
下
旬
に
活
動
し
ま
す
。
日
中
に
５０

㍍
〜
１
０
０
㍍
の
範
囲
で
活
発
に
活

動
し
ま
す

市
の
感
染
症
対
策

こ
れ
ま
で
も
、
国
内
に
は
常
在

し
な
い
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の

病
原
体
が
海
外
渡
航
者
、
輸
入
食

材
等
に
よ
っ
て
国
内
に
持
ち
込
ま

れ
た
こ
と
で
発
生
す
る
感
染
症

（
輸
入
感
染
症
）が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
は
こ
れ
か
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大

会
の
ほ
か
、
来
年
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
っ
た
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
控
え
て
い
ま
す
。
今
以
上
に

世
界
中
の
国
や
地
域
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
日
本
に
訪
れ
、
多
く
の

人
が
集
ま
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
の
発

生
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

越
谷
市
保
健
所
で
は
、
市
内
の

指
定
医
療
機
関
や
医
師
等
か
ら
感

染
症
の
発
生
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
市
内
の
感
染
症
の
流
行
状
況

を
把
握
し
て
い
ま
す
。

感
染
症
の
流
行
拡
大
の
兆
し
が

あ
る
場
合
に
は
、
随
時
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
越
谷
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー

ル
、
広
報
こ
し
が
や
な
ど
を
通
じ

て
、
正
し
い
知
識
と
予
防
策
な
ど

の
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

国内において、蚊は気温25℃前後で活発に活動する
といわれています。海外渡航時はもちろん、国内でも
蚊に刺されない対策をして危険な感染症から身を守り
ましょう。感染症対策について、詳しくは厚生労働省
ホームページ（https : //www.mhlw.go.jp/index.
html）をご覧ください。
問保健総務課☎973－7531

身
近
に
潜
む
脅
威

感
染
症
の
中
に
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
生
息
す
る
蚊
を
媒
介
に
し
て
広

が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
代
表
的
な
も
の
に
デ
ン
グ
熱

や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
ジ
カ
熱
）
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
原
虫
疾
患
の

マ
ラ
リ
ア
な
ど
も
蚊
を
媒
介
と
す
る
感
染
症
で
す
。
い
ず
れ
も
決
定
的
な

治
療
法
の
な
い
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

今
号
で
は
、
蚊
が
媒
介
す
る
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
感
染
経
路
で

あ
る
蚊
か
ら
身
を
守
り
、
蚊
の
発
生
源
を
絶
つ
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
怖
い
？

蚊
が
媒
介
す
る
日
本
で
発
生
し
た
感
染
症

～蚊をできるだけ発生させない～
■蚊の発生を減らすために、ボウフラが発生しそうな身の
周りの水たまりを定期的に除去・清掃をしましょう！

■下草を刈るなど、蚊が潜む場所を無くしましょう！

～蚊に刺されない～
■やぶなどの蚊がいそうな場所に行くときは、肌を露出せ
ず、虫除けスプレーを使用するなど、蚊に刺されないよ
うに注意しましょう！

■海外へ渡航する際は、渡航前に現地での流行状況を確認
しましょう！

■デング熱やジカウイルス感染症の流行地に渡航する場合
は、現地で蚊に刺されないように注意しましょう！

水たまり除去・清掃

植木鉢の皿
屋外に放置された

空きビン・缶・ペットボトル

水がたまった雨除けの
ブルーシートや古いタイヤ

詰まった排水溝

雨ざらしの用具

風通しの悪いやぶ・草むら

下草刈り

蚊が好む場所を
無くそう！

わずかな
水たまりでも
ボウフラが
発生！

露出の多い服装

出かけるときは長袖・
長ズボンなどを着用
し、肌の露出を少なく
しましょう

虫除け剤を
効果的に
使いましょう

蚊の習性を知って
身を守ろう

～蚊のライフサイクル～
蚊はメスだけが吸血します。メスは水際や水面に卵を産み、卵がふ化すると「ボウフラ」（蚊の幼虫）になります。「ボウフ

ラ」は、やがて「さなぎ」になり、「さなぎ」が羽化して蚊になります。メスの蚊は３日ほどで吸血をはじめ、寿命は約１カ
月です。

寿命は約１カ月

蚊

やぶ、草むら

�
１～２週間は水中で生活する

さなぎ
水面に卵を産む（１回に数十～数百個）

�ボウフラ�卵

水中

ど
ん
な
蚊
が
感
染
症
を
運
ぶ
？


